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都
市
経
営
の
視
点
か
ら
の
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム
の
転
換

　
今
、
行
政
に
は
政
策
、
財
政
と
密
接
に

連
動
し
た
都
市
経
営
の
視
点
か
ら
の
行

政
運
営
の
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政

運
営
の
手
法
や
制
度
・
仕
組
み
を
根
本

１

的
に
見
直
し
、
新
た
な
行
動
規
範
の
も

と
で
、
従
来
の
基
準
や
発
想
に
と
ら
わ
れ

な
い
抜
本
的
な
行
政
運
営
シ
ス
テ
ム
の

見
直
し
が
ま
さ
に
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の

行
政
改
革

　
本
市
で
は
、
図
―
１
の
と
お
り
、
昭

和
6
0
年
度
に
「
行
政
管
理
指
針
」
を
策
定

し
、
事
業
の
見
直
し
や
執
行
体
制
の
適

正
化
な
ど
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
い
た
が
、
行
政
改
革
と
し
て
の
本

格
的
な
取
り
組
み
は
、
平
成
７
年
度
の

「
行
政
改
革
推
進
指
針
」
、
翌
年
の
「
行
政

改
革
実
施
計
画
」
の
策
定
か
ら
で
あ
り
、

こ
こ
で
は
、
自
己
改
革
へ
の
取
り
組
み

や
地
方
分
権
の
推
進
な
ど
の
視
点
か
ら

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
後
、

平
成
Ｉ
Ｉ
年
度
か
ら
は
、
「
行
政
改
革
推

進
計
画
」
と
し
て
、
行
政
運
営
プ
ロ
セ

ス
の
効
率
化
や
、
新
た
な
市
政
の
領
域

や
プ
ロ
セ
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
効
率
的
な

執
行
体
制
の
構
築
及
び
市
民
に
わ
か
り

や
す
い
行
政
の
推
進
な
ど
を
柱
と
し
た

改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
そ
し
て
、
平
成
1
5
年
３
月
に
、
今
ま

で
の
行
政
改
革
計
画
の
考
え
方
を
さ
ら

に
進
化
さ
せ
、
３
つ
の
基
本
理
念
を
掲

げ
た
「
新
時
代
行
政
プ
ラ
ン
恚
を
策

定
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
1
0
月
に
は
、

そ
の
実
施
計
画
で
あ
る
「
新
時
代
行
政

プ
ラ
ン
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
公

表
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
従
来
の
行
政
改
革

が
執
行
体
制
の
ス
リ
ム
化
や
コ
ス
ト
の

削
減
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
い
て
い
た
の
に

対
し
、
ま
ず
、
政
策
目
標
を
明
ら
か
に

し
た
「
中
期
政
策
プ
ラ
ン
」
、
持
続
可

能
な
財
政
の
確
立
を
図
る
「
中
期
財
政

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
連
動
し
、
改
革
の
前
提

と
し
て
行
政
の
あ
り
方
や
行
政
の
果
た

す
べ
き
役
割
そ
の
も
の
を
見
直
し
た
上

で
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
こ
と
や
予
算

編
成
な
ど
の
権
限
を
局
区
長
に
移
転
す

る
な
ど
行
政
内
部
の
仕
組
み
を
抜
本
的

に
変
え
る
こ
と
と
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
、

内
部
の
職
員
な
ら
で
は
の
発
想
や
提
案

を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
盛
り
込
ん
だ

こ
と
な
ど
が
特
徴
と
い
え
る
。

　
以
下
、
こ
の
「
新
時
代
行
政
プ
ラ

ン
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
概
要
を

紹
介
す
る
。

図―1　これまでの行政改革の取り組み
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転
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今
回
策
定
し
た
「
新
時
代
行
政
プ
ラ

ン
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
は
、
1
5
年

３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
新
時
代
行
政
プ

ラ
ン
Ｉ
」
に
お
い
て
掲
げ
ら
れ
た
、
効

率
的
で
効
果
的
な
行
政
運
営
に
寄
せ
る

市
民
の
要
請
に
応
え
て
い
く
決
意
や
、

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
運
営

に
向
け
た
「
協
働
」
、
「
分
権
」
、
「
都
市
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経
営
」
の
３
つ
の
基
本
理
念
の
も
と
に
、

平
成
1
8
年
度
ま
で
の
実
施
計
画
と
し

て
、
各
年
度
毎
の
取
り
組
み
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
や
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
平
成

　
1
8
年
度
の
具
体
的
な
目
標
を
掲
げ
た
。

①
３
つ
の
基
本
理
念
（
図
－
２
）

「
新
時
代
行
政
プ
ラ
ン
Ｉ
」
は
以
下

の
３
つ
の
基
本
理
念
を
掲
げ
て
、
新
た

な
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

①
協
働

　
第
１
に
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
等
と

の
相
互
信
頼
と
協
働
を
め
ざ
し
、
市
民

自
治
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
型
の
行
政
運
営

を
実
現
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

②
分
権

　
第
２
に
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に

応
え
、
満
足
度
を
高
め
る
た
め
、
事
業

を
実
施
す
る
部
署
や
サ
ー
ビ
ス
供
給
の

近
く
に
分
権
さ
れ
た
行
政
運
営
を
実
現

こ
と
と
し
て
い
る
。

③
都
市
経
営

　
第
３
に
、
都
市
経
営
の
基
本
方
針
の

も
と
に
、
事
業
の
あ
り
方
を
、
成
果
と

コ
ス
ト
に
対
す
る
評
価
か
ら
見
直
し
、

財
源
、
人
員
等
の
経
営
資
源
の
最
大
活

用
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
効
率
的
な
経
営
を
実
現
し
、
意

欲
あ
る
人
材
が
活
か
さ
れ
る
仕
組
み
を

実
現
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

②
市
役
所
の
構
造
改
革
と
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
位
置
づ
け
・
構
成

　
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
運

営
へ
の
改
革
は
、
局
、
区
、
課
や
係
と

い
う
行
政
組
織
の
行
動
原
理
や
、
そ
こ

に
働
く
職
員
の
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
行

動
、
意
識
そ
の
も
の
の
改
革
で
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
「
新
時
代
行
政
プ
ラ
ン
・

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
は
、
先
の
３
つ

の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
た
７
つ
の
重
点

改
革
項
目
に
基
づ
き
、
個
別
の
取
組
項

目
・
内
容
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
明
ら

か
に
し
た
平
成
1
8
年
度
ま
で
の
具
体
的

な
実
施
計
画
と
し
て
い
る
。

　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、
「
新
時
代
行
政
プ
ラ
ン
Ｉ
」

の
方
向
性
に
基
づ
き
、
計
画
期
間
中
に

新
た
に
取
り
組
む
べ
き
項
目
に
っ
い

て
、
全
局
・
区
・
事
業
本
部
が
検
討
の

上
、
こ
れ
を
と
り
ま
と
め
、
局
・
区
・

事
業
本
部
ご
と
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
策
定
し
た
。

　
ま
た
、
職
場
単
位
で
職
員
の
発
想
や

提
案
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
全
庁
的
な

取
組
と
し
て
「
職
場
の
行
動
計
画
」
を

策
定
し
、
コ
ス
ト
削
減
や
無
駄
の
排
除

に
す
べ
て
の
職
員
が
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
。

　
そ
し
て
、
職
員
全
員
が
市
役
所
の
制

度
や
仕
組
み
の
構
造
改
革
を
実
行
す
る

と
と
も
に
、
意
識
改
革
・
行
動
改
革
を

通
じ
て
成
果
を
生
み
出
さ
な
く
て
は
、

中
期
財
政
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
さ
れ
た
平
成

　
1
6
年
度
か
ら
1
8
年
度
の
３
か
年
の
収
支

不
足
額
の
見
込
み
が
約
９
６
０
億
円
と

い
う
危
機
的
な
状
況
は
乗
り
切
れ
な
い

と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
副
題
は
「
市
役
所
の
構
造
改

革
・
行
動
改
革
　
工
程
表
」
と
な
っ
た
。

③
７
つ
の
重
点
改
革
項
目

①
市
民
ニ
ー
ズ
と
協
働
を
基
準
と
す
る

行
政
運
営

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
ご
み
、
環
境
問
題
、

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
様
々
な
分
野

に
お
い
て
、
市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
公
益
的

団
体
、
企
業
な
ど
が
行
政
と
と
も
に
公

的
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
時
代
と
な
っ
て
い

図‐2　新時代行政プランＩの３つの基本理念と７つの重点改革項目

る
。
公
平
性
、
中
立
性
を
前
提
と
す
る

行
政
が
行
う
よ
り
も
、
市
民
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
企
業
等
の
発
想
と
意
欲
が
活
か
さ

れ
る
こ
と
で
、
対
象
と
な
る
市
民
に
と

っ
て
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
れ
を
さ
ら
に
拡
充
し
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
限
り
あ
る
財
源
を
有
効
に
使
う
た

め
に
も
、
市
民
と
行
政
が
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
で
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
従
来
、
公
的
サ
ー
ビ

ス
を
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い

た
今
ま
で
の
行
政
運
営
ス
タ
イ
ル
の
転

換
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
ま
ず
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

16●



ラ
ン
で
は
、
行
政
運
営
の
基
準
を
「
変

化
し
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
こ
と
」
、
「
公
的
サ
ー
ビ
ス
へ
の
市
民

の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
」
及
び
「
市

民
と
の
協
働
」
と
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
幅
広
い
市
民
ニ
ー
ズ

を
き
め
細
か
く
的
確
に
と
ら
え
る
仕
組

み
づ
く
り
と
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
制
度
の
創
設
と
推
進
や
広
聴
デ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
な
ど
を
、
地
域

で
の
市
民
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
、
市
民
向

け
の
電
子
会
議
室
の
開
設
、
市
民
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
運
営
す
る
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
開
設
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
民
と
の
協
働
の
具
体
的
施

策
と
し
て
は
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
の
区
レ
ベ
ル
展
開
、
市
民
活
動
を
支

援
す
る
人
材
バ
ン
ク
の
創
設
、
市
民
の

自
発
的
な
公
益
的
活
動
に
か
か
る
一
定

の
意
欲
、
知
識
、
技
術
を
認
定
し
、
市

民
活
動
の
推
進
を
図
る
横
浜
ラ
イ
セ
ン

ス
制
度
の
創
設
、
市
民
団
体
か
ら
の
提

案
に
よ
り
担
当
部
署
と
の
協
働
で
事
業

を
展
開
す
る
仕
組
み
と
し
て
提
案
型
協

働
事
業
の
実
施
な
ど
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

②
情
報
化
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
迅
速
化
・
高
度
化

Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
等
を
活
用

し
て
、
市
民
に
身
近
で
、
迅
速
な
サ
ー

ビ
ス
を
供
給
し
、
利
便
性
を
上
げ
る
と

と
も
に
、
市
民
と
行
政
の
双
方
向
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
強
化
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
市
民
か
ら
の
簡
単
な

問
い
合
わ
せ
に
一
元
的
に
対
応
す
る
市

政
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
）
の
開
設
や
こ
れ
ま
で
区
役
所
・
市

役
所
な
ど
の
窓
口
に
行
か
な
け
れ
ば
で

き
な
か
っ
た
手
続
き
が
自
宅
や
職
場
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
え
る

電
子
申
請
・
届
出
の
実
現
、
電
子
入
札

シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
を
す
す
め
る
こ

と
と
し
た
。

　
同
時
に
、
庁
内
情
報
流
通
の
拡
大
・

共
有
化
に
よ
り
、
施
策
の
企
画
か
ら
実

行
、
評
価
ま
で
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
迅

速
化
・
高
度
化
を
実
現
し
て
、
文
書
事

務
の
電
子
化
、
財
務
会
計
事
務
の
電
子

化
、
庶
務
事
務
の
集
中
化
と
外
部
委
託

化
（
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）
な
ど
を
進

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、

一
層
の
事
務
経
費
の
削
減
を
図
る
予
定

で
あ
る
。

③
地
域
行
政
機
能
の
拡
大
・
強
化

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
最
前
線
で
あ
る
区
役
所
が
、
地
域
総

合
行
政
機
関
と
し
て
、
市
民
に
身
近
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
区
の

仕
事
の
範
囲
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
区

の
裁
量
で
執
行
で
き
る
予
算
を
拡
大
す

る
な
ど
、
区
の
機
能
強
化
を
す
す
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
で
は
、
こ

の
流
れ
を
踏
ま
え
っ
つ
、
区
民
要
望
の

多
い
身
近
な
道
路
や
公
園
の
維
持
管
理

を
担
う
地
域
整
備
部
門
の
設
置
や
保
育

所
の
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
に
よ
る
、

地
域
子
育
て
支
援
機
能
の
強
化
、
学
校
・

地
域
・
区
役
所
の
連
携
強
化
に
よ
る
、

地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
な
ど
、
身
近
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠

点
で
あ
る
区
役
所
の
仕
事
の
分
野
を
広

げ
、
事
業
執
行
の
権
限
・
責
任
を
強
化

し
、
地
域
に
お
け
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
、
区
と
局
の
役
割
分

担
を
つ
く
り
変
え
る
こ
と
と
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
区
長
の
庁
内
公
募
制

や
現
行
の
個
性
あ
る
区
づ
く
り
推
進
費

に
加
え
、
区
予
算
の
新
設
、
区
長
権
限
と

責
任
に
よ
る
組
織
機
構
の
編
成
と
職
員

配
置
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

④
局
と
区
が
自
律
的
に
運
営
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
と
局
・
区
の
機
構
の
再
編

建
設
か
ら
管
理
へ
の
移
行
、
環
境
の

重
視
、
持
続
可
能
な
財
政
の
確
立
な
ど

時
代
や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応

し
た
都
市
経
営
の
実
現
と
し
て
、
自
律

的
に
組
織
運
営
・
財
政
運
営
の
で
き
る

局
と
区
を
実
現
す
る
た
め
、
予
算
、
人

員
、
組
織
の
権
限
と
責
任
を
大
幅
に
局

と
区
に
移
転
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
特
集
２
「
予
算
編
成
改
革
の
概
要
」

参
照
）

　
そ
の
際
、
前
提
と
な
る
、
市
政
の
基

本
方
針
と
し
て
、
都
市
経
営
の
基
本
方

針
や
中
期
経
営
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ

に
よ
り
、
市
全
体
と
し
て
、
よ
り
効
果

的
・
効
率
的
な
組
織
運
営
を
実
現
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
単
純
に
ポ
ス
ト
の
削
減
を
ね

ら
い
と
す
る
統
廃
合
等
で
は
な
く
、
新

時
代
行
政
プ
ラ
ン
の
基
本
理
念
を
推
進

す
る
た
め
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
市

民
本
位
の
市
政
を
展
開
し
、
市
民
の
満

足
度
の
よ
り
一
層
の
向
上
を
図
る
こ
と

の
で
き
る
、
効
率
的
で
効
果
的
な
体
制

づ
く
り
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の

特
性
に
合
わ
せ
た
多
様
で
柔
軟
な
組
織

編
成
を
す
す
め
る
こ
と
と
し
た
。

⑤
職
員
の
意
欲
に
応
え
ら
れ
る
人
事
・

給
与
制
度

　
人
材
育
成
を
主
眼
に
、
係
員
を
含
む

職
員
の
人
事
考
課
を
実
施
し
、
給
与
に

適
切
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
真
に
意
欲

と
実
績
に
応
え
る
人
事
・
給
与
制
度
に

転
換
す
る
た
め
、
給
与
制
度
の
見
直
し
、

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
※
①

の
推
進
、
専
門
職
の
育
成
・
昇
任
制
度

の
複
線
化
を
す
す
め
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
機
動
的
で
弾
力
的
な
人
材
の
シ

フ
ト
と
人
事
の
分
権
化
と
し
て
、
効
率

的
・
効
果
的
な
執
行
体
制
に
向
け
、
事

業
の
あ
り
方
や
事
務
事
業
の
見
直
し
結

果
を
踏
ま
え
、
様
々
な
雇
用
形
態
の
検

討
や
機
動
的
・
弾
力
的
な
人
材
の
シ
フ

ト
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

⑥
民
間
度
チ
ェ
ッ
ク
と
最
適
な
サ
ー
ビ

ス
主
体
の
選
択
（
図
－
３
）

　
す
べ
て
の
施
策
・
事
業
の
あ
り
方
を

「
民
間
度
チ
ェ
ッ
ク
」
※
②
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
点
検
し
、
行
政
と

市
民
、
団
体
、
企
業
と
の
役
割
分
担
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
日
常
の
旅
費

計
算
か
ら
局
の
中
心
事
業
そ
の
も
の
ま

で
、
運
営
コ
ス
ト
、
間
接
コ
ス
ト
を
含

め
て
、
行
政
が
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
担
う

こ
と
の
妥
当
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
と
効
率
化
を
実
現
し
、
同
時
に
事
務
事

業
コ
ス
ト
の
徹
底
し
た
削
減
を
す
す
め

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
事
務
事
業
の
あ
り
方
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検
討
の
推
進
と
し
て
、
公
的
住
宅
供
給
、

市
立
病
院
、
市
立
大
学
、
市
営
交
通
事

業
、
福
祉
施
設
な
ど
に
っ
い
て
、
現
在

行
っ
て
い
る
各
々
の
あ
り
方
検
討
の
結

果
を
踏
ま
え
、
順
次
具
体
化
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
も
時

代
の
変
化
を
踏
ま
え
、
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
民
営
化
・
委
託
化
の
推
進
と

し
て
、
ご
み
収
集
・
運
搬
、
水
道
メ
ー

タ
ー
検
針
、
学
校
給
食
調
理
、
市
立
保

育
所
運
営
、
公
園
維
持
管
理
の
各
業
務

に
っ
い
て
、
委
託
化
を
は
じ
め
と
す
る

民
間
活
力
の
活
用
を
す
す
め
る
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
民
営
化
・
委
託
化
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地

方
自
治
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま

で
市
や
公
共
的
団
体
だ
け
が
行
っ
て
き

た
「
公
の
施
設
」
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
、
民
間
委
託
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

し
た
。

　
事
務
事
業
コ
ス
ト
の
削
減
と
し
て

は
、
局
区
用
車
の
見
直
し
を
は
じ
め
業

務
の
改
善
を
行
う
と
と
も
に
、
効
率
性

の
観
点
か
ら
庶
務
事
務
を
見
直
し
、
事

務
の
集
中
化
・
電
子
化
と
あ
わ
せ
、
民

間
活
力
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
コ
ス

ト
の
縮
減
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
職
員
給
与
の
口
座
振
込
を
徹

底
す
る
な
ど
、
日
常
業
務
に
お
け
る
慣

例
的
な
取
り
扱
い
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
合

わ
な
く
な
っ
た
条
例
・
規
則
の
見
直
し

を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
行
政
コ
ス
ト
を
間

接
費
を
含
め
徹
底
的
に
見
直
し
、
コ
ス

ト
を
縮
減
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
一
方
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
※
③
等
の
公
民
協
働

整
備
手
法
の
導
入
と
し
て
、
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ

等
基
本
方
針
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定

し
、
公
共
施
設
の
整
備
・
改
修
に
あ
た
っ

て
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
公
共

と
民
間
と
の
協
働
に
よ
る
整
備
手
法
を

幅
広
く
検
討
し
、
事
業
主
体
や
卜
ー
タ

ル
コ
ス
ト
な
ど
の
点
か
ら
最
適
な
手
法

を
導
入
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

⑦
外
郭
団
体
の
自
主
的
・
自
立
的
経
営

の
促
進
（
図
－
４
）

　
外
郭
団
体
は
、
横
浜
市
が
民
間
の
資

金
、
人
材
、
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
な
が
ら
、
公
共
的
・
公
益
的
サ
ー
ビ

ス
を
効
果
的
・
効
率
的
に
供
給
す
る
た

め
設
立
し
て
き
た
。

　
今
日
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化
を
踏

ま
え
て
、
外
郭
団
体
の
公
的
サ
ー
ビ
ス

分
野
に
お
け
る
位
置
付
け
を
、
行
政
、

市
民
、
企
業
な
ど
他
の
サ
ー
ビ
ス
供
給

主
体
と
の
関
係
か
ら
明
確
化
し
、
3
6
団

体
に
っ
い
て
、
整
理
・
統
合
や
あ
り
方

検
討
等
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
団
体
ご
と

の
実
情
や
特
性
に
応
じ
た
検
討
手
法
に

よ
り
、
市
の
財
政
支
援
や
財
産
貸
付
の

状
況
、
公
益
性
の
確
保
等
に
つ
い
て
十

分
考
慮
し
な
が
ら
、
整
理
・
統
合
や
自

立
化
、
本
市
関
与
の
適
正
化
等
を
推
進

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
残
り
の
２
０
団
体
に
っ
い
て
は
、
特
定

協
約
団
体
※
④
と
市
と
の
間
で
、
経
営

目
標
を
明
確
化
し
た
協
約
を
締
結
す
る

こ
と
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル

の
導
入
に
よ
り
自
主
的
・
自
立
的
経
営

を
促
進
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
ま
た
、
団
体
の
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
は
、
経
営
情
報
の
情
報

公
開
、
外
部
の
専
門
家
等
に
よ
る
監
察

の
実
施
、
常
勤
役
員
の
見
直
し
な
ど
に

取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。
特
に
、
本
市
退

職
者
の
役
員
の
退
職
金
に
つ
い
て
は
、

廃
止
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
。
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３

持
続
的
改
革
推
進
の
仕
組
み
づ
く
り

　
以
上
、
説
明
し
た
よ
う
な
改
革
は
こ

れ
か
ら
も
持
続
的
に
す
す
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
役
所

職
員
の
取
組
を
効
果
的
に
す
す
め
る
仕

組
み
を
併
せ
て
っ
く
る
こ
と
と
し
た
。

Ｏ
市
民
と
の
対
話
に
よ
る
公
的
サ
ー

　
ビ
ス
の
改
善
・
改
革

　
市
民
、
団
体
、
企
業
な
ど
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
苦
情
や
要
望
、
評
価
は
サ
ー
ビ

ス
改
善
の
第
一
歩
と
な
る
。
行
政
か
ら

の
積
極
的
で
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供

や
さ
ま
ざ
ま
な
協
働
な
ど
市
民
参
加
の

機
会
を
数
多
く
創
設
す
る
こ
と
で
、
市

民
と
行
政
の
対
話
を
促
進
し
、
サ
ー
ビ

ス
そ
の
も
の
を
市
民
と
と
も
に
向
上
さ

せ
て
い
く
行
政
運
営
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
市
民
の
声
を
行
政
内
部
で
迅

速
に
流
通
さ
せ
、
組
織
内
の
情
報
共
有

化
や
意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
現
場
に

お
け
る
課
題
解
決
を
促
進
し
、
市
政
全

体
の
市
民
満
足
度
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

②
民
間
度
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
改
善
・

改
革
の
取
組

　
民
間
度
チ
ェ
ッ
ク
や
行
政
評
価
を
推

進
し
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
な
ど
行
政
に

よ
る
自
己
評
価
の
結
果
と
改
善
計
画
を

公
表
す
る
と
と
も
に
、
予
算
編
成
や
職

員
配
置
計
画
、
運
営
方
針
に
反
映
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
改
善
・
改
革
の
取
組
を
公

表
し
、
市
民
評
価
を
得
る
と
と
も
に
、

全
市
に
お
け
る
民
間
度
チ
ェ
ッ
ク
の
進

捗
状
況
を
評
価
す
る
委
員
会
を
設
置
し

て
、
局
区
の
持
続
的
な
改
革
推
進
の
機

能
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
あ

わ
せ
て
、
計
画
・
実
施
・
評
価
・
改
善
の
サ

イ
ク
ル
を
機
能
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

③
局
・
区
横
断
の
課
題
解
決
案
作
成

チ
ー
ム

　
局
・
区
横
断
的
な
課
題
を
特
定
し
て

課
題
解
決
方
策
を
検
討
す
る
庁
内
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
順
次
発
足
さ
せ
、
直

接
、
都
市
経
営
戦
略
会
議
、
執
行
会
議

に
報
告
す
る
チ
ー
ム
を
公
募
と
指
名
に

よ
り
編
成
し
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
と
意

欲
を
、
政
策
・
施
策
検
討
に
活
か
せ
る

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
今
後
、
サ
ー
ビ
ス
を
直
接
供
給
す
る

区
役
所
や
局
を
中
心
と
し
た
現
場
か
ら

の
問
題
提
起
や
、
民
間
度
チ
ェ
ッ
ク
に

基
づ
く
改
善
案
を
作
成
す
る
方
策
と
し

て
、
局
区
や
局
間
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
関
係
課
や
意
欲
の
あ
る
職
員
を

加
え
た
課
題
解
決
案
作
成
チ
ー
ム
を
結

成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
展
開
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

④
横
浜
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
（
Ｙ
Ｒ
Ｐ
）

推
進
体
制

　
都
市
経
営
確
立
の
た
め
、
政
策
、
財

政
、
運
営
に
っ
い
て
の
基
本
方
針
を
、

都
市
経
営
戦
略
会
議
を
中
心
に
推
進
し

て
い
く
。
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ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
あ
り
方

の
検
討
や
制
度
改
革
を
、
外
部
の
有
識

者
な
ど
の
参
加
を
得
た
検
討
組
織
に
よ

り
、
市
民
に
公
開
し
な
が
ら
す
す
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

⑤
都
市
経
営
全
体
の
評
価
の
確
立

　
民
間
度
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
課
単
位
の

内
部
評
価
と
改
善
を
踏
ま
え
、
区
役
所

や
局
単
位
の
経
営
全
体
の
水
準
を
高
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
全
体
と
し
て
最

も
適
し
た
都
市
経
営
を
確
立
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
結
果
を
、

市
役
所
自
身
の
自
己
評
価
と
し
て
公
表

す
る
。
あ
わ
せ
て
、
日
本
経
営
品
質
賞

※
⑤
な
ど
の
外
部
評
価
を
受
け
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
。

⑥
職
場
の
行
動
計
画

「
新
時
代
行
政
プ
ラ
ン
」
は
、
特
定

の
部
署
や
一
部
の
職
員
が
か
か
わ
れ
ば

済
む
も
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
職
員

が
プ
ラ
ン
を
共
有
し
、
実
行
に
移
し
て

い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
職
場
単
位
で
職
員
の
発
想

や
提
案
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
全
庁
的

な
取
組
と
し
て
「
職
場
の
行
動
計
画
」

を
策
定
し
、
コ
ス
ト
削
減
や
無
駄
の
排

除
に
す
べ
て
の
職
員
が
取
り
組
む
こ
と

と
し
た
。
例
え
ば
、
コ
ピ
ー
代
の
削
減

や
紙
の
無
駄
、
電
気
、
水
道
等
の
光
熱

水
費
の
削
減
、
会
議
の
見
直
し
、
情
報

の
共
有
な
ど
、
延
べ
約
２
、
９
０
０
件

の
取
り
組
み
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

〈新時代行政プラン・アクションプランの取組による削減効果〉

(平成15年度～18年度)

職員定数の削減目標　　　　　約2,100人

経費の削減見込み(累計)　　約210億円

(経費の削減額については、アクションプランに掲げた項目の取組に

より想定される現時点での削減額の累計です。今後、取組内容が具体

化したものから、順次削減効果を算定し、アクションプランの取組成

果として明らかにしていきます。)

20●

※⑤日本経営品質賞…1988年に米国

で制定されたマルコム・ボルドリッ

ジ賞に準じ、日本産業界の革新を促

進することを目的に、1995年に設立

された表彰制度で、顧客満足の視点

から外部委員が評価し、どの程度の

経営品質レベルにあるかを明らかに

する制度。2003年度からは新たに

「地域自治体部門」が設けられた。
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